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№57 平成２５年１２月

号 
発行 大歳地域交流センター  

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口）  TEL 922-2461 

 
人 数 13,204 世帯数 6,030  

平成 25年 10月 3１日現在 

 

 
 

 
 

１１月３日（日）、『第３７回大歳まつり』が盛大に開催されました。雨の影響で、

交流センター前駐車場と大歳小学校体育館にて縮小開催となりましたが、雨にも関わら

ず大勢の皆様にご来場いただきました。 

ご来場の皆さま、実行委員の皆さま、ありがとうございました。 

 

 

日 時：１２月２５日（水）   １０：００～１３：００（受付９：３０～１０：００） 

場 所：大歳地域交流センター  

 大歳地区社会福祉協議会では、三世代交流事業として「昔の遊び」 
（かるた、けん玉、竹とんぼ、お手玉、こま、あやとりなど）と 
「もちつき大会」を開催します。 
夏の「竹細工・そうめん流し」と並んで三世代で楽しめるイベントです。 
奮ってご参加ください。 
 

定員は先着８０名、参加費（小学生以上）は１００円です。 

参加希望の方は、お早めにお申し込みください。 

【申込先】大歳地区社会福祉協議会事務局（大歳地域交流センター内℡９２０－１７００） 

 
 

 

 



 

【演題】 

「いのちへのまなざし」 

【講師】 

末永 和之 氏 すえなが内科在宅診療所院長 

 

日時 平成２５年１２月１３日（金） 

   １３：３０～１５：３０ 

場所 大歳地域交流センター 

定員 ３０名程度 

申込・問い合わせ 人権推進課 TEL934-2784 
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日 時 １２月２１日（土）１３：３０～１５：３０ 

内 容 ☆絵手紙を描こう！ 

       絵手紙って難しいと思っていませんか？ 

       そこで、誰でも自由に楽しく描けるコツを 

       教わり、自分だけの絵手紙を作りましょう！ 

       壁飾りにもなりますよ！ 

場 所 大歳地域交流センター ２階講堂 

持ってくる物 筆、絵の具 

         描きたい物（花、果物、小さい置物など） 

参加費 ２００円（材料代を含む） 

問い合わせ  

 吉野（℡９２２－５２８６） 

※申し込みは要りません。大人から子どもまで、 

どなたでもお気軽にご参加ください。 

 
  

市内各地で開催しています山口市人権学習講座

が１２月は大歳地域交流センターで開催されます。 

本講座を通じて人権について考えてみませんか。 

 

 

 
 

 

平成２６年山口市成人式のお知らせ 

■日時 平成２６年１月１２日（日） 
    式典１４：００～ 
■会場 山口市民会館 
■対象 平成５年４年２日～平成６年４月１日の 
    間に生まれた方 
■送迎バスの申込期限 １２月１０日（火） 
 往路 大歳地域交流センター １３：００発 
 復路 山口市民会館     １５：４０発 

■記念撮影時刻・場所 
  大歳地区 １４：４０ 展示ホール 
●申し込み・問い合わせ 
  市社会教育課 ℡ ９３４－２８６５ 

 

 お待ちしてます！ 

 

 

 

１１月２４日（日）に大歳小学校体育館で開催された、 

分館対抗ソフトバレーボール大会の結果をご報告します。 

優 勝 岩富Ｂ分館 

準優勝 中矢原Ｂ分館 

三 位 穂積県営住宅Ａ分館 

 岩富Ａ分館 

Ｂ級の部 優勝 中矢原Ａ分館 
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火曜日 パソコン相談日（中級）【10:00～12:00】 
金曜日 パソコン相談日（初級）【9：00～12：00】 
 1日(日) 交流センター定期利用団体一斉清掃 
 ２日(月) 燃やせないごみの日 
１１日(水) 母子相談（10：00～11：00） 
１２日(木) 金属・小型家電製品の日 
１３日(金) 山口市人権学習講座（13：30～15：30） 
１３日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 
１５日(日) 第 2８回大歳体育振興会長杯争奪 
       少年サッカー大会（維新公園球技場） 
 

1６日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

1８日(水) 子育て広場 “風和里”（10：00～15：00） 

       “クリスマス会”（10：00～1１：３0） 

1８日(水) びん・缶の日 

2５日(水) 昔の遊び・もちつき大会（10：00～13：00） 

2５日(水) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

2７日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

      ※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 
【大歳地区１２月の行事予定】 

  

交流センター定期利用団体 公開講座 

 

“楽しく・元気に・素敵に”をモットーに健康の 

ためにみんなで楽しく踊りの練習をしています。

（※女性限定） 

音楽に合わせて一緒にルンバやジルバを踊ってみ

ませんか？ 

 

日 時：平成２６年１月１８日（土） 

１０：３０～１２：００ 

場 所：大歳地域交流センター ２階講堂 

問い合わせ：℡９３２－５３６９（中垣） 

 

 

１１月４日（月）に第２回山口市地区対抗男

子９人制バレーボール大会が開催され、今年は

大歳地区も参加しました。残念ながら予選リー

グ敗退となりましたが、出場された選手の皆さ

ん、大変お疲れ様でした。 

【Ｂグループ】 予選リーグ敗退 

大 歳 ＶＳ 大 内（０－２） 

大 歳 ＶＳ 平 川（０－２） 

風 和 里 
ふ わ り 

子育て広場 
 

 

１２月の“風和里”は、クリスマス会！！ 

サンタさんがやってくる 
日 時：１２月１８日（水）１０：００～１１：３０ 

（９時３０分受付開始） 

場 所：大歳地域交流センター ２階 和室 

内 容：歌・読み聞かせ・ゲーム・茶話会など 

定 員：３０組 

申し込み：大歳自治振興会（℡ ９２０－１７００） 

 

 

※交流センターの駐車場は駐車スペースが少なくなっていますので、 

満車の場合は臨時駐車場をご利用ください。臨時駐車場から交流センター

までは、約５００m ありますのでご留意ください。 

みんなで楽しい

会にしよう♪ 
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政之助は、若くして政務役に任ぜられたことは先に述べましたが、一旦引退後、安政５年(1858)

再任され、戊午の密勅（朝廷を無視して通商条約調印した幕府を制する勅）に対する長州藩の答勅

使として上京し、「国論を統一して外国にあたるべき」と答えたそうです。一方、幕府は、幕府の

政治を批判する勤王の志士や学者を捕らえて投獄しました（安政の大獄）。このことから、吉田松

陰は、投獄を実行した張本人である老中間部詮勝を要撃しようと策動したので、政之助は、事を荒

立てるとかえって不利になると考え、松陰を閉じ込めました。しかしこれは、松陰のことを良く理

解していたので、松陰を刃から守るべく、やむなく行ったことでした。これらのことから、藩内で

は、保守派の俗論党からと松陰派の過激派の両者から批判されることとなりました。しかし政之助

は、機の動くのを待ち兵制の改革など内政に力を注ぎました。 

政之助の攘夷論は、「攘は排也、排は開也、夷（外国）を攘(ﾊﾗ)いて後、国開くべし」と書き残

しているように、攘夷後進んで海外の英知を取り入れ、他日五大州をも圧倒することを目的とした

攘夷後開国論でした。目まぐるしい時局の変動の中にあってこのことは政之助の意中にずっとあっ

たと思われます。 

その後、直目付長井雅楽から、公武一和航海遠略（開国進取ということ）の建白があり、政之助

はこれを取り上げ、時局を収拾しようとしましたが、尊皇というのは公武合体を否認するものであ

るとの異論がでて、失敗に終わりました。これにより長州藩は従来の方針を一変させ、文久 2 年 7

月藩是を「破約攘夷」に転換し、開国が得策ではあるけれども、朝廷の「破約攘夷」に挺身すると

いうもので、尊皇攘夷一本に固まることになりました。文久３年４月 20 日、攘夷の期日を 5 月 10

日であるとの布令があったので、実行の当日に下関を通過する米艦を砲撃し、後日他の国の艦船も

砲撃しました。朝廷からはこのことに対して褒勅がありましたが、幕府からは、過激不穏な行動で

あると詰問がありました。 

長州藩は、天皇の攘夷親征大和行幸の儀を奏上しましたが、幕府は、これは長州藩の政権横奪の

野心から出たものだと朝廷へ密奏させたので、朝廷は計画を急変させ、長州藩による堺町門警衛を

やめさせました。更に七卿落ちした者から官位を奪い、毛利敬親父子入京を禁じました。これに対

して、長州藩士は激昂して上京しようとしましたが、政之助は、事を急げばいたずらに朝敵の汚名

を受け毛利家の破滅になると説きました。しかし、進発論の勢いは増し、長州軍は京都に軍勢を進

めました。世に言う「蛤御門の変」といわれるもので、御所の警備をしている薩摩・会津軍と戦っ

たので、結果として朝廷に向かって刃を向けたことになり、更に朝廷から長州征伐の勅命が有り、

防長に幕府軍を迎え撃つということに拡大しました。 

政之助はこのような状況に至ったことに責任を感じ、翌、元治元年 9 月 25

日、自からその命を断ちました。享年、42 歳でした。遺書には「道の近くに

埋めてくれ。幕府が攻めてきたら、地下からにらんで止めてやる」と書いて

あったそうです。現在、周布町の顕彰碑のある所から奥に入ったところに南

向きになった「周布政之助」でなく「麻田公輔」の名前にした墓がそれです。 

前回述べました様に、政之助は幕末期に新たな時代を作るいしずえとして

将来の有能な人材育成に力を注ぎました。井上聞多（馨）、伊藤俊輔（博文）

らの洋行に際して、「尊王攘夷は勿論にして……是は一旦日本の武を彼に示

すのみ、後必ず各国交通の日至るべし、其時に具え、西洋の事情を熟知せず

んば、我国一大之不利益なり」として、極秘に洋行させました。 
周布政之助の書 

（大歳史談会、文責: 井手明雄） 


